






（１）連結経営成績に関する定性的情報 

                                                                                      (単位：百万円) 

  

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災からの復興需要などが見られるものの、欧

州債務危機や中国経済の成長率鈍化、長引く円高やデフレの影響などにより、依然として先行き不透明

な状況で推移しました。 

  

こうした環境下、当社グループは2012‐2014グループ中期経営計画「TAKE OFF 14」に基づき、各事

業とも積極的に取り組みを進めています。食品セグメントにおいては好調な乳製品事業が全体を牽引、

また医薬品セグメントでは薬価改定の影響を補うべく、主に国内の医療用医薬品の学術普及活動強化に

努めております。 

  

この結果、売上高は5,612億49百万円（前年同期比2.4％増）、営業利益は100億49百万円（同35.5％

増）、経常利益は117億95百万円（同36.1％増）、四半期純利益は特別利益の増加などにより52億65百

万円（同123.2％増）となりました。 

  

セグメント別の概況は次のとおりです。 

                             （単位：百万円） 

  

① 食品セグメント （株式会社 明治の事業に相当） 

  

売上高は、乳製品事業が市乳を中心に引き続き好調に推移したことにより、健康栄養事業などの売上

減を補い、前年同期を上回りました。 

営業利益は、主に乳製品事業の増収およびプロダクトミックスの改善により、前年同期を大幅に上回

りました。 

  

事業別の売上概況は次のとおりです。 

  

■ 乳製品事業 （【市乳】牛乳類、ヨーグルト、飲料等 【乳食品】チーズ、バター、業務用乳製品等） 

市乳は、昨年度下期以降のシェア回復に加えヨーグルトの売上増により、また乳食品は、主力商品



【市乳】 

・健康志向の高まりの中、積極的な販促活動によって「明治ヨーグルト R-1」「明治プロビオヨー

グルト LG21」や「明治ブルガリアヨーグルト」など、ヨーグルトの売上が拡大を続け、前年同

期を大幅に上回りました。 

・牛乳類は、「明治おいしい牛乳」の店頭マーケティングやブランド10周年消費者キャンペーンな

どの施策が奏功し、前年同期を上回りました。 

  

【乳食品】 

・市販用ナチュラルチーズは、主力の「明治北海道十勝カマンベールチーズ」や「明治ボーノチー

ズ」が順調に売上を伸ばし、前年同期を上回りました。 

・市販用マーガリン類は、「明治ヘルシーソフト オフスタイル」シリーズが引き続き好調に推移

し、また、本年３月発売の「明治ふんわりムースソフト クリーミースムース」なども貢献し、

前年同期を上回りました。 



② 医薬品セグメント（Meiji Seika ファルマ株式会社の事業に相当） 

 



②キャッシュ・フローの状況                        (単位：百万円) 

  
 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益の増加、退職給付引当金の増

加などにより、前年同四半期より136億20百万円収入増の 百万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出が減少したことなどによ

り、前年同四半期より81億10百万円支出減の146億43百万円の支出となりました。  

  これにより、フリー・キャッシュ・フロー（営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によ

るキャッシュ・フローの合計額）は前年同四半期より217億31百万円収入増の52億46百万円の収入と

なりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、金融債務が減少したことなどにより、前年同四半期より

105億29百万円支出増の59億38百万円の支出となりました。 

 これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は138億46百万円となりまし

た。 

   

   
（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年５月14日の「平成24年３月期決算短信」で公表いたしました連結業績予想数値に変更は

ありません。  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,662 14,209

受取手形及び売掛金 168,699 175,025

商品及び製品 77,292 82,379

仕掛品 2,240 2,797

原材料及び貯蔵品 32,480 35,323

その他 27,438 30,411

貸倒引当金 △282 △262

流動資産合計 322,531 339,884

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 270,604 274,629

減価償却累計額 △149,088 △151,451

建物及び構築物（純額） 121,515 123,177

機械装置及び運搬具 423,885 426,999

減価償却累計額 △322,356 △327,702

機械装置及び運搬具（純額） 101,528 99,296

工具、器具及び備品 56,671 56,489

減価償却累計額 △47,235 △46,925

工具、器具及び備品（純額） 9,435 9,563

土地 65,255 65,180

リース資産 7,041 7,494

減価償却累計額 △2,559 △3,139

リース資産（純額） 4,482 4,355

建設仮勘定 8,966 8,093

有形固定資産合計 311,184 309,667

無形固定資産   

のれん 270 212

その他 7,770 7,434

無形固定資産合計 8,040 7,646

投資その他の資産   

投資有価証券 42,212 41,350

その他 66,484 67,426

貸倒引当金 △469 △460

投資その他の資産合計 108,228 108,316

固定資産合計 427,453 425,630

資産合計 749,985 765,515





（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 548,121 561,249

売上原価 369,120 373,744

売上総利益 179,000 187,504

販売費及び一般管理費 171,586 177,455

営業利益 7,413





（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 



該当事項はありません。   

   

該当事項はありません。    

   

（セグメント情報）  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

    (注)１．調整額は以下のとおりであります。 

        セグメント利益の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万円、各報告セグメントに配 

        分していない全社費用 百万円が含まれております。全社費用は当社（持株会社）運営に係る費 

                用であります。  

       ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 のれんの金額の重要な変動はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 重要な負ののれんの発生はありません。 

    

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  報告セグメント

合計
調整額 
（注１）  

四半期連結損益
計算書計上額 
（注２） 

  食品  医薬品

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  490,038  58,083  548,121 ―  548,121

(2）セグメント間の 

  内部売上高又は振替高 
 551  485  1,037 △1,037 ―

計  490,589  58,568  549,158 △1,037  548,121

セグメント利益  2,663  4,320  6,984  429  7,413

429 34

395



Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

    (注)１．調整額は以下のとおりであります。 

        セグメント利益の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万円、各報告セグメントに配 

        分していない全社費用 百万円が含まれております。全社費用は当社（持株会社）運営に係る費 

                用であります。  

       ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 のれんの金額の重要な変動はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 重要な負ののれんの発生はありません。 

    

   

  報告セグメント

合計
調整額 
（注１）  

四半期連結損益
計算書計上額 
（注２） 

  食品  医薬品

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  503,354  57,894  561,249  －  561,249

(2）セグメント間の 

  内部売上高又は振替高 
 561  552  1,114 △1,114 －

計  503,916  58,447  562,363 △1,114  561,249

セグメント利益  6,578  3,308  9,887  161  10,049
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